
札幌駅よりJRで６分・琴似駅より徒歩３分

電車・地下鉄をご利用の場合

バスをご利用の場合

お車をご利用の場合

JR函館本線「琴似駅」徒歩3分
JR学園都市線「八軒駅」徒歩15分
地下鉄東西線「琴似駅」2番出口より徒歩15分

(琴46) (琴40)系統「八軒2条1丁目」バス停下車 徒歩1分
(52)系統「JR琴似駅」バス停下車 徒歩3分

当院裏側の併設駐車場(無料)をご利用ください

〒063-0842札幌市西区八軒2条西1丁目1-1
TEL:011-611-1391   FAX:011-621-1100

診療受付時間 午前
午後

休診日 土曜午後、日曜、祝日、年末年始

外来診療予定表 平成31年4月時点

アクセス良好
便利・快適
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「プラザイムス」は、患者様、ご家族のみなさまに院内やIMSグループの医療活動、病気に関する情報をお伝えするコミュニケーションペーパーです。

8：30 ～ 11：30
13：00 ～ 16：30

ＶＡＤ（血管内留置デバイス）センター

患者様の「人生・生活」を第一に

アクセス

2/23(土)ＴＫＰ札幌駅カンファレン

スセンターにて「第４回ＣＶポート

地域医療セミナー」が開催されまし

た。４年前より当院のＶＡＤセンタ

ー長消化器内科医岸宗佑医師を中

心に毎年開催しており、札幌市内は

もとより砂川市など、北海道の広い

地域から１００名を超える多数の方

にご来場いただきました。

ＣＶポート医療セミナー

特集（消化器内科）

部署紹介
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・・・ＶＡＤセンター（血管内留置デバイスセンター）

・・・放射線科の紹介

診療科 月 火 水 木 金 土

午前

受付時間
8:30～11:30

消化器内科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

（ ＶＡＤ外来 ） ○

循環器内科 ○ ○

呼吸器内科 ○ ○ ○ ○ ○(受付終了11：00)

糖尿病内科 ○ ○

化学療法 ○ ○ ○ ○ ○

泌尿器科 ○新患・予約外は

10：30受付終了
○(第1･3週)

外科 ○ ○ ○ ○ ○(乳腺/甲状腺) ○

肛門外科 ○ ○ ○

整形外科 ○ ○ ○ ○ ○

脳神経外科 ○ ○ ○

手外科(完全予約制) ○ ○ ○

形成外科 ○ ○
リンパ浮腫外科外来

(完全予約制)
○ ○

皮膚科 ○ ○ ○ ○

午後

受付時間
13:00～16:30

消化器内科 ○ ○ ○ ○ ○

（ ＶＡＤ外来 ） ○

循環器内科 ○(※1隔週) ○

呼吸器内科 ○ ○ ○ ○

糖尿病内科 ○

泌尿器科 ○

外科 ○(乳腺/甲状腺)

(第1.2.4.5週)
○ ○ ○ ○

肛門外科 ○(第1.2.4.5週) ○

整形外科 ○ ○ ○ ○

脳神経外科 ○ ○もの忘れ(認知症)外来

完全予約制

皮膚科 ○ ○

＊1 火曜日午後の循環器内科外来は隔週のため、事前にご連絡ください。

インフォメーション



ＶＡＤ（血管内留置デバイス）センター

ＰＩＣＣ（ピック）は、腕から挿入する中心

静脈カテーテルです。他の中心静脈カテーテル

と比較して、腕から比較的簡単に挿入でき、挿

入後の感染などのリスクも少ないのが特徴です。

きし そうすけ

ＶＡＤセンター長

日本内科学会 認定医 教育関連病院指導医
日本消化器内視鏡学会 専門医
日本病院総合診療医学会 認定医・評議員
日本乳癌学会 乳腺認定医
マンモグラフィー読影認定医 ＡＳ判定
ＰＤＮ (Patient Doctors Network) 理事
日本ＶＡＤコンソーシアム 評議員 など

岸 宗佑

患者様の「人生・生活」を第一に

末
梢
ル
ー
ト
が
取
り
に
く
い
と

い
う
こ
と
で
お
困
り
の
方
か
ら
、

長
期
Ｃ
Ｖ
カ
テ
ー
テ
ル
留
置
に
よ

る
カ
テ
ー
テ
ル
感
染
で
お
困
り
で

あ
る
患
者
様
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ご

病
気
で
治
療
が
必
要
な
患
者
様
に

最
適
な
点
滴
を
お
届
け
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
前
胸
部
に
埋
設
さ
れ
た

Ｃ
Ｖ
ポ
ー
ト
に
満
足
い
か
ず
、
上

腕
へ
の
埋
設
を
希
望
さ
れ
る
患
者

様
に
つ
い
て
も
対
応
し
て
お
り
、

化
学
療
法
が
必
要
に
な
っ
た
が
ん

患
者
様
か
ら
、
点
滴
が
必
要
と
な

る
あ
ら
ゆ
る
患
者
様
ま
で
、
カ

テ
ー
テ
ル
に
関
す
る
ど
ん
な
希
望

で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
頻
用
さ
れ
て
き
た
中

心
静
脈
栄
養
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だ
け
で
な

く
、
近
年
栄
養
管
理
法
の
一
つ
と

し
て
静
脈
栄
養
を
併
用
し
た
栄
養

管
理
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が
注
目
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
感
染
リ
ス
ク

が
低
い
血
管
内
留
置
デ
バ
イ
ス

（
Ｖ
Ａ
Ｄ
：
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

や

Ｃ
Ｖ

ポ
ー
ト
）
を
選
択
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
食
べ
る
た
め
の
静
脈
栄
養
」
と

し
て
「
食
べ
る
た
め
の
Ｃ
Ｖ
ポ
ー

ト
」
、
「
食
べ
る
た
め
の

Ｐ
Ｉ
Ｃ

Ｃ
」
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

現在、血管内留置デバイス（vascular access device: ＶＡＤ：末梢ルート、 ＰＩＣＣ（末

梢挿入型ＣＶカテーテル）、ＣＶカテーテル、ＣＶポート）は日々の診療において、なくて

はならない医療デバイスとなっております。当施設では、消化器内科医である岸宗佑医師を

センター長として、こうしたあらゆる ＶＡＤを専門的に扱う「ＶＡＤセンター」を開設する

に至りました。

近
年
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
が
ん
患
者
様
に
対
す
る
安
全
な
化
学
療

法
（
抗
が
ん
剤
投
与
）
の
目
的
の
た
め
、
そ
し
て
、
長
期
の
点
滴
治

療
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
患
者
様
の
た
め
に
、
Ｃ
Ｖ
ポ
ー
ト
は
重
要
な

点
滴
薬
剤
投
与
の
た
め
の
デ
バ
イ
ス
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
札
幌
地
域
に
お
住
ま
い
の
患
者
様
だ
け
で
な
く
、
北
海
道

内
、
道
外
問
わ
ず
、
Ｖ
Ａ
Ｄ
（
血
管
内
留
置
デ
バ
イ
ス
）
で
お
困
り

の
全
て
の
患
者
様
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る

Ｖ
Ａ
Ｄ

を
専
門
的
に
扱

う
「
Ｖ
Ａ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
開
設
致
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
Ｃ
Ｖ
ポ
ー
ト
や
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
必
要
と
な
ら
れ
た
患
者
様
の
生

活
様
式
や
希
望
を
お
聞
き
し
、
患
者
様
の
「
人
生
・
生
活
」
を
第
一

と
し
た
処
置
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

Ｖ
Ａ
Ｄ
セ
ン
タ
ー

ＣＶポートとは

また管理方法に

よっては長期間に

わたって使用でき

るカテーテルです。

ＰＩＣＣとは

ＣＶポートは、中心静脈カテーテルの一種で、

正式には皮下埋め込み型ポートといわれるもので

す。その名前のとおり、皮膚の下に埋め込んで薬

剤を投与するために使用します。

１００円硬貨程度の大きさの本体と薬剤を注入す

るチューブ（カテーテル）より構成されています。

通常は、頚部や鎖骨の下の血管からカテーテルを

いれ、右または左の胸の皮膚の下に埋め込みますが、

上腕に埋め込む新しい方法を考案し、患者様のご希

望を第一に治療しております。小手術であり局部麻

酔で数分間での手術で行うことができます。

安
全
な
静
脈
栄
養
を
行
い
な
が

ら
、
嚥
下
内
視
鏡
を
含
め
た
嚥
下

評
価
を
併
用
し
、
摂
食
嚥
下
リ
ハ

ビ
リ
を
行
う
こ
と
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
ま
す
。
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ

が
長
期
と
な
る
場
合
に
は
、
近
隣

の
長
期
入
院
が
可
能
な
病
院
、
施

設
と
連
携
し
て
治
療
継
続
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
院
に
て
誤

嚥
性
肺
炎
な
ど
の
治
療
の
た
め
、

治
療
開
始
に
あ
た
り
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

や

Ｃ
Ｖ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
場
合
に

は
、
そ
う
し
た
カ
テ
ー
テ
ル
処
置

だ
け
で
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

医
療
安
全
の
上
で
も
、
中
心
静

脈
カ
テ
ー
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
多
用
さ
れ
て
き
た
Ｃ
Ｖ
カ

テ
ー
テ
ル
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

患
者
さ
ま
へ

私たち放射線科は、放射線科医１名、診療放射線技師

１１名の計１２名で、X線や磁石を用いた画像診断・

撮影の全般にわたる仕事をしています。私たちの仕事

は患者さんの治療方針を決めるために重要となる画像

を撮影・診断し、主治医へ伝えることが主な目的です。

放射線科医は、画像診断のエキスパートとして画像に

ついての専門的な情報を主治医へ提供し、診療放射線

技師は様々な画像検査機器の特性を理解し、撮影した

画像を放射線科医・主治医へ提供します。CTやMRI

などの診断装置は著しい進歩を遂げ画像検査で分かる

ことが増えてきました。

当院では消化器疾患をはじめ様々な疾患に対応できる

ようCT・MRIなどの画像検査機器を駆使して放射線

科医と連携し、迅速かつ丁寧な対応で画像検査・診断

情報を主治医へ提供しています。検査体制も２４時間

３６５日対応できるよう日々スタッフ一丸となり頑

張っています。画像検査に対する疑問や不安などござ

いましたら放射線科スタッフへお気軽に声をかけてく

ださい。

に
よ
る
代
替
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
血
管
内
留
置

デ
バ
イ
ス
（
Ｖ
Ａ
Ｄ
）

を
１
施
設

の
み
で
対
応
す
る
こ
と
は
厳
し
い

と
の
声
も
頂
き
、
今
回
、
血
管
内

留
置
デ
バ
イ
ス
（
Ｖ
Ａ
Ｄ
）

の
専

門
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

患
者
様
に
最
適
な
点
滴
を

部署紹介【放射線科】


